
 

 政 策 Ⅱ－１－(2)－①  

 

１．政策及び 16 年度重点施策等 

政 策 
各種金融サービスの特性や利用者保護の仕組みなどに係る情報の

提供 

 
16 年度 

重点施策 

① 金融知識の普及 

② 金融行政に関する広報の充実 

参考指標 

① 各種金融サービスの特性や利用者保護の仕組みなどについての理解の状況（「証券投

資に関する世論調査」、「金融に関する消費者アンケート調査」）、金融庁ホームページ

（「金融サービス利用者コーナー」については、平成 17 年 4 月から「おしえて金融庁」

及び「一般のみなさんへ」と改修）へのアクセスの状況（件数） 

② 金融庁ホームページへのアクセスの状況（件数）、金融庁ホームページの充実状況（ホ

ームページにおけるコーナーの新設や掲載情報の整理等の改修実績等） 

 

２．政策の目標等 

法定任務 預金者、保険契約者、投資者等の保護 

 基本目標 国民が金融サービスを適切に利用できること 

 
 重点目標 

国民が各種金融サービスの特性や利用者保護の仕組みなどについ

て理解していること 

 

３．政策の内容 

国民が金融サービスを適切に利用するうえでは、国民が各種金融サービスの特性や

利用者保護の仕組みなどについて理解していることが必要です。このため、金融庁に

おいては、金融庁ホームページなどの媒体において各種金融サービスについての知識

を普及するとともに、金融経済教育の充実を図っています。また、金融サービスの利

用者からの相談等に適切に対応すること、金融行政に関する理解を深めることもこの

ために必要な施策と考えています。 

平成 16 年度においては、金融庁ホームページについて、利用者アンケートやユー

ザーテストの実施等利用者側の視点での評価を行い、利用者利便が最大化するよう改

訂を行うこととしました。 

また、金融経済教育については、中学・高校生向けの副教材の改訂・配布、シンポ

ジウムの開催、アンケート調査を行うとともに、文部科学省、金融広報中央委員会や

金融関係団体等との連携により、各種の取組み等を行うこととしました。 

こうした取組みに加え、金融庁には、金融サービス利用者からの電話等による質問、

相談、意見等が多く寄せられています。国民への情報提供等の観点からは、これらの

相談等に適切に対応するとともに、寄せられた情報の金融行政への有効活用を図って

いくことも、非常に重要と考え、そのために「金融サービス利用者相談室」の設置を

図ることとしました。 



 

金融行政の政策等について適時に正確な情報発信を行うことによって、国民や内外

の市場などから適切な理解を得ることが重要であるとの考えの下、多様な機会・媒体

を活用した積極的な広報活動を展開することとしました。 

 

４．現状分析及び外部要因 

金融を取り巻く環境をみると、金融商品・サービスの多様化が進む一方、ヤミ金融

問題や多重債務問題などが深刻な社会問題となってきています。また、ペイオフ解禁

拡大の実施や「貯蓄から投資へ」の流れの中で、広く国民に対して金融に関する正確

な情報を発信する広報の重要性が増してきています。 

その中でも国民に対する重要な情報発信手段であり、国民が直接アクセスできるホ

ームページについては、掲載内容の拡充はもとより、ユーザビリティー（使いやすい

ものであるか）及びアクセシビリティー（すべての人がアクセスしやすいものである

か）の観点から更なる改善が求められているところです。 

また、国民に対する金融知識の普及という観点では、平成 16 年 6 月～ 8 月にかけ

て金融庁が実施した「初等中等教育段階における金融経済教育に関するアンケート調

査」（回答学校数：小・中・高 761 校）において、小学校・中学校・高等学校から金

融経済教育について「重要でありかつ必要である」とする回答がそれぞれ 57％、75％、

81％と高く、金融知識の普及の重要性も増してきています。 

金融行政にかかる広報については、これまでも記者会見・記者説明など報道機関を

通じての情報発信だけでなく、政府広報やホームページなど多様な媒体を活用し、正

確な情報を直接発信すべく努めてきています。 

 

５．事務運営についての報告及び評価 

（１）事務運営についての報告 

① 金融庁ホームページの拡充と積極的 PR 

ア．和文・英文ホームページの利用者利便を向上させる観点から、利用者アンケ

ートを実施するとともに、外部コンサルタントを活用して改善の将来計画を策

定し、第１段階として４月にトップページの改訂を行いました。改訂にあたっ

ての基本コンセプトは以下の通りです。 

（ア）利用者である国民の視点に立った利便性の向上 

（イ）業として金融に携わる方だけでなく、多元的な情報の受け手の存在を意

識したサイトの構成 

（ウ）「行政情報の電子的提供に関する本的考え方（指針）」（平成 16 年 11 月

12 日各府省情報化統括責任者（ＣＩＯ）連絡会議決定を踏まえた情報提供 

イ．「金融サービス利用者コーナー」が国民からより利用されるよう、トップペ

ージの改訂に合わせて、その名称を「おしえて金融庁」及び「一般のみなさん

へ」と再編し、内容の拡充を図りました。 



 

ウ．「アクセスＦＳＡ」について、「ペイオフ解禁拡大」や「金融改革プログラム」

について集中連載を行うなど、特集や連載記事を充実させました。 

エ．ホームページ等へのアクセス数の増大を図るため、政府広報で使用するテレ

ビ等の各種媒体において、金融庁ホームページのアドレスを掲載するなど積極

的なＰＲに努めました。 

 

② 金融知識の普及活動 

ア．16 年 7 月、小学生向けパンフレット｢金融庁 くらしと金融｣の作成・ホーム

ページに掲載しました。 

イ．16 年 8 月、「初等中等教育段階における金融経済教育に関するアンケート」

結果をホームページに掲載しました。 

ウ．16 年 11 月、中学・高校生向けの金融分野に関する副教材「インターネット

で学ぼう わたしたちの生活と金融の働き」を改訂し、金融庁ホームページに

掲載しました。 

エ．16 年 12 月､高校卒業生向けパンフレット「2005 年版 はじめての金融ガイ

ド 金融取引等の基礎的知識」を作成しホームページに掲載しました。 

オ．17 年 2 月、中学生・高校生向け副教材等(約 1.7 万部）を全国の中学・高校

へ配布しました。 

カ．17 年 3 月、金融担当大臣の私的懇談会として「金融経済教育懇談会」を立ち

上げ、同年 6月に論点整理を公表しました。 

キ．17 年 4 月、改訂後の副教材配布に際し行った金融経済教育に関するアンケー

ト結果を公表しました。 

ク．金融庁後援名義を金融経済関係団体など 18 団体へ積極的に付与しました。 

 

  ③ 金融サービス利用者相談室の設置 

    金融サービス利用者の利便性向上の観点から、利用者からの相談等に一元的に

対応する「金融サービス利用者相談室」を 17 年４月に設置し、7月から相談業務

を開始しました。 

 

④ 金融行政に関する様々な機会・媒体を活用した広報 

ア．当庁の施策について、全国各地で開催される業務説明会等の場等において説

明を行いました。 

イ．政府広報のテレビ等の各種媒体の活用により、当庁の施策について広報展開

を行いました。 

ウ．金融庁においては各種報道発表を行っていますが、引き続き重要なもの等に

ついては、報道発表にあわせて大臣による記者会見や担当者による記者説明を

行うほか、必要に応じ英語による記者説明等を行っています。 



 

（２）評価 

① ホームページを活用した情報提供は、少ない経費と時間で多くの国民が利用で

きるなど極めて効率的です。金融庁ホームページ上の「おしえて金融庁」及び「一

般のみなさんへ」（平成 17 年 4 月「金融サービス利用者コーナー」から改修）へ

の平成 16 事務年度中の接続件数は、 206,029 件（月間平均 17,169 件）と昨事務

年度（180,178 件（月間件数 15,014 件））に比べ 14.3％増となっており、内容の

拡充によってより多くの国民が同コーナーに関心を持つようになったことがうか

がえます。 

 

【資料４－２－１ 「おしえて金融庁」及び「一般のみなさんへ」受付件数】（単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② また、（社）証券広報センターが３年間隔で実施している「証券投資に関する全

国調査」によると、「株価の動きなどの株式投資について」、「何らか知っている」

と回答した世帯の比率は 29.9％となっており、前回調査（平成 12 年）に比べて

6.9％増加する一方、「ほとんど知らない」と回答した世帯の比率は 37.4％で、前

回比 11.6％減少しています。 

 

株式に関する認知状況（％）
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（出所）（社）証券広報センター「証券投資に関する世論調査」（15 年） 
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③ 更に、金融広報中央委員会が平成 15 年５月に実施した「金融に関する消費者ア

ンケート調査」（第２回）において、「金融全般に関する知識として、ほとんど知

識がないと思う」と回答した人の割合を前回調査（平成 13 年８月）と比較すると、

「金融商品」及び「証券投資」についてはほぼ同じ、「金融・経済の仕組み」、「預

貯金」、及び「保険、年金」についてはそれぞれ微増（理解度が低下）となる一方、

「預金保険制度などの消費者を保護する仕組み」については 2.6％減少（理解度

が向上）しています。 
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 （出所）金融広報中央委員会「金融に関する消費者アンケート調査」（平成 15 年 5 月） 

 

④ これらの調査結果によると、国民の金融・証券に関する知識には如実な変化は

見られておらず、引き続き、金融に関する知識・理解の向上を図っていくことが

重要であると考えています。 

 

⑤ 金融行政にかかる広報については、上記の通り、記者会見・記者説明等の開催、

政府広報等各種媒体を活用した広報展開、各地における説明会の実施、ホームペ

ージの改訂や掲載内容の拡充等、その充実に努めてきました。 

 

⑥ 金融行政に対する国民のニーズ等を測る指標として、和文・英文ホームページ

へのアクセス件数、新着メール配信サービスの登録件数、ご意見箱への意見の受

付け件数などが考えられますが、それらについて見てみると以下のようになって

います。 

 

⑦ ホームページへのアクセス件数についてみると、16 年度は月間平均 339,590 件

で、15 事務年度の月間平均 253,800 件に比べて約 33.8％増加しております【資料

４－２－２】。英文ホームページについても、16 事務年度は月間平均 10,477 件であ
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り、15事務年度の月間平均7,598件に比べ37.9％増加しています【資料４－２－３】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 予めメールアドレスを登録すると、日々発表される新着情報が電子メールで案

内される「新着情報メール配信サービス」を提供しています（平成 14 年６月３日

提供開始）。その登録者数は 16 事務年度終了時点で１万９千件を超えています【資

料４－２－４】。 

  

⑨ 更に、これら金融庁からの情報発信だけでなく、上記の通り、金融庁ホームペ

ージには「ご意見箱」を設置し、広く意見聴取・情報受付を行っているところで

すが、平成 16 事務年度中に「ご意見箱」で受け付けた意見・情報等の件数は 4,118

件となっております【資料４－２－５】。 

  なお、「ご意見箱」については、17 事務年度より、「金融サービス利用者相談室」

において、その受付事務を行うこととなります。 
（注）上記件数は「ご意見箱」における受付件数であり、「貸し渋り・貸し剥がしホットラ

イン」等の他の情報等受付窓口に寄せられた意見・情報の件数は含まれておりません。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

【資料４－２－２】 

 和文ホームページへのアクセス件数（単位：件） 
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【資料４－２－３】 

 英文ホームページへのアクセス件数（単位：件）
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【資料４－２－４】 

 新着情報メール配信サービス登録件数（単位：件）
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【資料４－２－５】 

 ご意見箱受付件数（単位：件） 
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   広報媒体としてのホームページの特性として、利用者にとっては時間的な制約を

受けずに気軽に大量の情報にアクセスできること、また提供側にとっても即時にコ

ストをかけずに正確な情報発信を行うことができること、更に「ご意見箱」等の情

報受付窓口の設置により、利用者と提供者間において双方向の情報伝達が可能とい

ったメリットがあり、ホームページを積極的に活用することにより、効率的・効果

的な広報展開が図られたものと考えています。 

 

６．今後の課題 

 

（１）金融庁としては、今後とも、様々な機会・媒体を最大限有効に活用して、内外

に対し正確な情報発信を行い、金融行政について適切な理解が得られるよう努め

る必要があります。 

（２）金融庁ホームページについては、今後とも掲載情報の拡充や利用者利便の更な

る向上のための改修に努める必要があります。また、日本の金融行政に対する海

外の関心が高まる中で、海外へ向けた広報活動の一層の充実を図ることも重要な

課題であり、英文ホームページの掲載情報のより一層の充実に努める必要があり

ます。 

（３）更に、ホームページへのアクセス件数の更なる増大を目指し、金融庁ホームペ

ージや「アクセスＦＳＡ」などの積極的なＰＲに努めるとともに、「新着情報メ

ール配信サービス」への登録促進にも努める必要があります。 

（４）金融庁ホームページ上の「おしえて金融庁」及び「一般のみなさんへ」につい

て、金融分野における消費者保護制度等への国民の理解増進のためには、掲載内

容の充実等はもとより、一層の利用促進を図る必要があります。 

（５）内閣府が取りまとめた「経済活性化のための改革工程表」（平成 16 年３月）に

おいて、「金融・投資に関する教育・学習の充実を図ることにより、金融・投資

教育の普及と情報提供を一層推進」すると明記されているとおり、文部科学省・

教育関係者や金融関係団体等との連携を図って、金融知識の普及、情報提供の一

層の推進・充実のための諸施策を横断的に進めていくことが重要です。 

   そのため、金融経済教育の現状の把握、そのような活動の存在及び優れた実践

事例の周知、金融庁として「後援」名義について、その付与条件の緩和の検討等

を行うとともに積極的な付与を今後とも進めていく必要があります。 

（６）次世代の若者に、金融やその背景にある経済に関する理解を深めてもらうこと

は大変重要です。また、シンポジウムの開催等については、「投資家教育プロジ

ェクトとの連携」に係る地域再生計画を策定している自治体とも十分連携してい

く必要があります。 

（７）近年の金融商品・サービスの多様化・複雑化に伴い、金融庁に寄せられる金融

サービス利用者からの相談等の内容は多岐に亘る傾向にあり、情報の収集や対応



 

方法について関係部局と適宜連携を行い、相談等に適時適切な対応を行うための

体制の強化を図る必要があります。 

（８）以上を踏まえ、平成 18 年度において、①金融知識の普及・推進に係る体制整

備のための機構定員要求、②金融経済教育を推進していくためのシンポジウムの

開催等に係る予算要求、③金融サービスに関する利用者からの質問・相談等への

対応を強化するための定員要求をそれぞれ行う必要があります。 

    

７．当該政策に係る端的な結論 

   

政策の達成に向けて成果が上がっていますが、環境の変化や取組みの有効性等を踏

まえ、取組みの充実・改善や新たな施策の検討等を行う（金融庁ホームページの積極

的なＰＲ、掲載情報の充実及び利用者利便の向上を図るとともに、様々な機会・媒体

を活用し、内外に対し正確な情報発信を行うことにより、金融行政に関する適切な理

解の一層の促進に努める。また、国民への金融知識普及活動については、着実、かつ、

継続して取り組んでいくことが重要であり、特に、学校段階からの金融分野の教育の

推進等をより一層充実する。）必要があります。 

 

８．学識経験を有する者の知見の活用 

 

  政策評価に関する有識者会議 

 

９．注記（政策効果の把握方法又は評価に使用した資料等） 

   

〔政策効果把握方法〕 

政策効果は、下記に掲げる資料を参考にしつつ、把握に努めました。 

 

〔使用資料等〕 

・ 証券投資に関する全国調査 

・ 金融に関する消費者アンケート調査 

・ おしえて金融庁及び金融サービス利用者コーナーへのアクセス件数 

・ 金融庁和文ホームページへのアクセス件数 

・ 金融庁英文ホームページへのアクセス件数 

・ 新着情報メール配信サービス登録件数 

・ ご意見箱受付件数 

 

１０．担当部局 

総務企画局政策課、総務企画局政策課広報室 


